
 
通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

こ

こ

に

公

布

す

る

� 

 
 

令

和

七

年

三

月

三

十

一

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈

良

県

人

事

委

員

会

委

員

長 

森 
 

宏 
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奈
良
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
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号 

 
 
 

通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則 

 

通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

)

昭

和

四

十

六

年

三

月

奈

良

県

人

事

委

員

会

規

則

第

二

十

号

0

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

� 

 

第

六

条

中

6

の

新

幹

線

鉄

道

等

の

特

別

急

行

列

車

C

高

速

自

動

車

国

道

そ

の

他

の

交

通

機

関

等

M

を

6

に

規

定

す

る

新

幹

線

鉄

道

等

M

に

改

め

る

� 

 

第

八

条

第

一

項

中

6

に

お

い

て

M

を

6

及

び

第

十

条

第

二

号

に

お

い

て

M

に

改

め

C

同

項

第

一

号

ア

中

6

第

十

一

条

の

六

第

六

項

M

を

6

第

十

一

条

の

六

第

七

項

M

に

改

め

C

同

項

第

二

号

中

6

)

M

の

下

に

6

在

宅

勤

務

等

手

当

を

支

給

さ

れ

る

職

員

C

M

を

加

え

C

6

平

均

一

箇

月

当

た

り

の

通

勤

所

要

回

数

分

M

を

6

一

箇

月

当

た

り

の

平

均

通

勤

所

要

回

数

分

M

に

改

め

る

� 

 

第

九

条

の

三

中

6

適

用

す

る

場

合

を

含

む

�

M

の

下

に

6

次

項

に

お

い

て

同

じ

�

M

を

加

え

C

6

平

均

一

箇

月

当

た

り

の

通

勤

所

要

回

数

M

を

6

一

箇

月

当

た

り

の

平

均

通

勤

所

要

回

数

M

に

C

6

と

し

C

同

号

の

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

割

合

は

C

百

分

の

五

十

と

す

る

M

を

6

と

す

る

M

に

改

め

C

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

� 

２ 

条

例

第

十

一

条

の

六

第

二

項

第

二

号

の

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

割

合

は

C

百

分

の

五

十

と

す

る

� 

 

第

十

条

第

一

号

中

6

)

同

項

第

一

号

に

規

定

す

る

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

)

以

下

6

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

M

と

い

う

�

0

及

び

同

項

第

二

号

に

定

め

る

額

の

合

計

額

が

五

万

五

千

円

を

超

え

る

と

き

は

C

そ

の

者

の

通

勤

手

当

に

係

る

支

給

単

位

期

間

の

う

ち

最

も

長

い

支

給

単

位

期

間

に

つ

き

C

五

万

五

千

円

に

当

該

支

給

単

位

期

間

の

月

数

を

乗

じ

て

得

た

額

0

M

を

削

り

C

同

条

第

二

号

中

6

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

)

二

以

上

の

普

通

交

通

機

関

等

を

利

用

す

る

も

の

と

し

て

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

る

場

合

に

あ

つ

て

は

M

を

6

運

賃

等

相

当

額

を

そ

の

支

給

単

位

期

間

の

月

数

で

除

し

て

得

た

額

)

普

通

交

通

機

関

等

が

二

以

上

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

M

に

改

め

る

� 

 

第

十

一

条

の

二

中

6

あ

る

こ

と

M

の

下

に

6

)

新

幹

線

鉄

道

等

の

利

用

に

よ

り

通

勤

事

情

の

改

善

が

認

め

ら

れ

る

場

合

に

限

る

�

0

M

を

加

え

る

� 

 

第

十

一

条

の

三

を

削

る

� 

 

第

十

一

条

の

四

の

見

出

し

並

び

に

同

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

6

新

幹

線

鉄

道

等

M

を

6

新

幹

線

鉄



道

等

の

利

用

に

係

る

特

別

料

金

等

M

に

改

め

C

同

条

第

三

項

中

6

特

別

料

金

等

の

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

M

を

6

特

別

料

金

等

相

当

額

)

第

十

一

条

の

四

第

四

項

に

お

い

て

6

特

別

料

金

等

相

当

額

M

と

い

う

�

0

M

に

C

6

同

項

第

一

号

M

を

6

同

項

第

一

号

及

び

第

二

号

M

に

C

6

同

号

ア

中

6

価

額

M

と

あ

る

の

は

6

価

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

M

と

C

同

項

第

二

号

中

6

普

通

交

通

機

関

等

M

と

あ

る

の

は

6

新

幹

線

鉄

道

等

M

と

C

6

運

賃

等

の

M

を

6

同

項

第

二

号

中

6

運

賃

等

M

に

C

6

特

別

料

金

等

の

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

M

を

6

特

別

料

金

等

M

に

改

め

C

同

条

を

第

十

一

条

の

三

と

す

る

� 

 

第

十

一

条

の

五

第

一

項

中

6

第

四

項

各

号

に

掲

げ

る

M

を

6

第

四

項

に

規

定

す

る

M

に

C

6

及

び

M

を

6

C

第

十

二

条

の

二

第

二

項

第

二

号

及

び

M

に

改

め

C

同

条

第

二

項

中

6

離

職

し

M

を

6

離

職

)

職

員

が

離

職

の

日

又

は

そ

の

翌

日

)

当

該

翌

日

が

奈

良

県

の

休

日

を

定

め

る

条

例

)

平

成

元

年

三

月

奈

良

県

条

例

第

三

十

二

号

0

第

一

条

第

一

項

に

規

定

す

る

県

の

休

日

に

当

た

る

と

き

は

C

当

該

翌

日

後

に

お

い

て

当

該

翌

日

に

最

も

近

い

県

の

休

日

で

な

い

日

を

含

む

�

0

に

新

た

に

給

料

表

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

る

場

合

の

離

職

を

除

く

�

以

下

同

じ

�

0

を

し

M

に

改

め

C

同

条

第

四

項

中

6

第

十

一

条

の

六

第

四

項

M

を

6

第

十

一

条

の

六

第

五

項

M

に

C

6

次

の

各

号

に

掲

げ

る

通

勤

手

当

M

を

6

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

等

)

第

十

条

第

三

号

に

掲

げ

る

職

員

に

係

る

も

の

を

除

く

�

0

C

第

十

一

条

の

六

第

二

項

第

二

号

に

定

め

る

額

)

第

十

条

第

二

号

に

掲

げ

る

職

員

に

係

る

も

の

を

除

く

�

0

及

び

特

別

料

金

等

相

当

額

を

そ

の

支

給

単

位

期

間

の

月

数

で

除

し

て

得

た

額

)

新

幹

線

鉄

道

等

が

二

以

上

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

C

そ

の

合

計

額

0

の

合

計

額

)

第

十

二

条

の

二

第

二

項

に

お

い

て

6

一

箇

月

当

た

り

の

通

勤

手

当

算

出

基

礎

額

M

と

い

う

�

0

が

十

五

万

円

を

超

え

る

と

き

に

お

け

る

通

勤

手

当

M

に

C

6

同

項

M

を

6

条

例

第

十

一

条

の

六

第

五

項

M

に

C

6

当

該

通

勤

手

当

の

区

分

に

応

じ

C

当

該

各

号

に

定

め

る

期

間

M

を

6

そ

の

者

の

当

該

通

勤

手

当

に

係

る

支

給

単

位

期

間

M

に

改

め

C

同

項

各

号

を

削

り

C

同

条

を

第

十

一

条

の

四

と

す

る

� 

 

第

十

二

条

の

二

第

一

項

中

6

第

十

一

条

の

六

第

五

項

M

を

6

第

十

一

条

の

六

第

六

項

M

に

改

め

C

同

条

第

二

項

中

6

普

通

交

通

機

関

等

に

係

る

通

勤

手

当

に

係

る

条

例

第

十

一

条

の

六

第

五

項

M

を

6

条

例

第

十

一

条

の

六

第

六

項

M

に

改

め

C

同

項

第

一

号

中

6

運

賃

等

相

当

額

等

)

第

十

条

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

に

あ

つ

て

は

C

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

及

び

条

例

第

十

一

条

の

六

第

二

項

第

二

号

に

定

め

る

額

の

合

計

額

�

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

�

0

が

五

万

五

千

円

M

を

6

通

勤

手

当

算

出

基

礎

額

が

十

五

万

円

M

に

改

め

C

同

号

ア

中

6

係

る

普

通

交

通

機

関

等

M

を

6

係

る

普

通

交

通

機

関

等

又

は

新

幹

線

鉄

道

等

M

に

C

6

運

賃

等

相

当

額

等

が

五

万

五

千

円

M

を

6

通

勤

手

当

算

出

基

礎

額

が

十

五

万

円

M

に

C

6

全

て

の

普

通

交

通

機

関

等

M

を

6

全

て

の

普

通

交

通

機

関

等

及

び

新

幹

線

鉄

道

等

M

に

C

6

運

賃

等

の

払

戻

し

M

を

6

運

賃

等

及

び

特

別

料

金

等

の

払

戻

し

M

に

改

め

C

同

項

第

二

号

中

6

運

賃

等



相

当

額

等

が

五

万

五

千

円

M

を

6

通

勤

手

当

算

出

基

礎

額

が

十

五

万

円

M

に

改

め

C

同

号

ア

中

6

イ

及

び

ウ

M

を

6

イ

M

に

C

6

五

万

五

千

円

M

を

6

十

五

万

円

M

に

C

6

支

給

単

位

期

間

M

を

6

支

給

単

位

期

間

等

M

に

C

6

普

通

交

通

機

関

等

M

を

6

普

通

交

通

機

関

等

及

び

新

幹

線

鉄

道

等

M

に

C

6

払

戻

金

相

当

額

M

を

6

払

戻

金

相

当

額

の

合

計

額

並

び

に

人

事

委

員

会

の

定

め

る

額

の

合

計

額

M

に

改

め

C

同

号

中

イ

を

削

り

C

ウ

を

イ

と

し

C

同

条

中

第

三

項

を

削

り

C

同

条

第

四

項

中

6

第

十

一

条

の

六

第

五

項

M

を

6

第

十

一

条

の

六

第

六

項

M

に

C

6

前

二

項

M

を

6

前

項

M

に

C

6

当

該

給

与

M

を

6

人

事

委

員

会

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

当

該

給

与

M

に

改

め

C

同

項

を

同

条

第

三

項

と

す

る

� 

 

第

十

二

条

の

三

第

一

項

中

6

第

十

一

条

の

六

第

六

項

M

を

6

第

十

一

条

の

六

第

七

項

M

に

改

め

C

同

項

第

一

号

ア

中

6

新

幹

線

鉄

道

等

に

係

る

通

勤

手

当

M

を

6

新

幹

線

鉄

道

等

の

利

用

に

係

る

特

別

料

金

等

に

係

る

通

勤

手

当

M

に

改

め

る

� 

 
 
 

附 

則 

 

)

施

行

期

日

0 

第
一
条 

こ

の

規

則

は

C

令

和

七

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

� 

)

施

行

日

前

か

ら

引

き

続

き

支

給

さ

れ

て

い

る

通

勤

手

当

に

関

す

る

経

過

措

置

0 

第
二
条 

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

)

以

下

6

施

行

日

M

と

い

う

�

0

前

か

ら

引

き

続

き

職

員

)

一

般

職

の

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

)

令

和

七

年

三

月

奈

良

県

条

例

第

三

十

六

号

0

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

一

般

職

の

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

)

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

6

改

正

前

の

条

例

M

と

い

う

�

0

第

十

一

条

の

六

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

)

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

)

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

6

改

正

前

の

規

則

M

と

い

う

�

0

第

十

条

第

三

号

に

掲

げ

る

職

員

に

係

る

も

の

を

除

き

C

二

以

上

の

普

通

交

通

機

関

等

)

改

正

前

の

規

則

第

六

条

に

規

定

す

る

普

通

交

通

機

関

等

を

い

う

�

第

一

号

に

お

い

て

同

じ

�

0

を

利

用

す

る

も

の

と

し

て

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

る

場

合

に

あ

Ï

て

は

C

そ

の

合

計

額

�

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

6

改

正

前

の

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

M

と

い

う

�

0

C

同

項

第

二

号

に

規

定

す

る

額

)

改

正

前

の

規

則

第

十

条

第

二

号

に

掲

げ

る

職

員

に

係

る

も

の

を

除

く

�

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

6

改

正

前

の

自

動

車

又

は

自

転

車

等

の

利

用

に

係

る

額

M

と

い

う

�

0

及

び

改

正

前

の

条

例

第

十

一

条

の

六

第

三

項

第

一

号

に

規

定

す

る

特

別

料

金

等

の

額

を

そ

の

支

給

単

位

期

間

)

同

条

第

七

項

に

規

定

す

る

支

給

単

位

期

間

を

い

う

�

次

項

に

お

い

て

同

じ

�

0

の

月

数

で

除

し

て

得

た

額

)

二

以

上

の

新

幹

線

鉄

道

等

)

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

新

幹

線

鉄

道

等

を

い

う

�

0

を

利

用

す

る

も

の

と

し

て

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

る

場

合

に

あ

Ï

て

は

C

そ

の

合

計

額

�

次

項

第

二

号

に

お

い

て

6

改

正

前

の

一

箇

月

当

た

り

の

特

別

料

金

等

相

当

額

M

と

い

う

�

0

の

合

計

額

が

十

五

万



円

を

超

え

て

い

る

職

員

を

除

く

�

0

に

支

給

さ

れ

て

い

る

通

勤

手

当

の

う

ち

次

の

各

号

に

掲

げ

る

も

の

)

施

行

日

の

前

日

及

び

施

行

日

を

含

む

支

給

単

位

期

間

等

)

改

正

前

の

規

則

第

十

一

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

支

給

単

位

期

間

等

を

い

う

�

0

に

係

る

も

の

に

限

る

�

0

に

つ

い

て

は

C

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

� 

一 

普

通

交

通

機

関

等

及

び

改

正

前

の

条

例

第

十

一

条

の

六

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

自

動

車

又

は

自

転

車

等

に

係

る

通

勤

手

当

)

改

正

前

の

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

及

び

改

正

前

の

自

動

車

又

は

自

転

車

等

の

利

用

に

係

る

額

の

合

計

額

が

五

万

五

千

円

を

超

え

る

場

合

の

も

の

に

限

る

�

0 

二 

改

正

前

の

条

例

第

十

一

条

の

六

第

三

項

第

一

号

に

規

定

す

る

新

幹

線

鉄

道

等

に

係

る

通

勤

手

当 

２ 

前

項

の

規

定

に

よ

り

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

と

さ

れ

た

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

て

い

る

職

員

に

は

C

当

該

通

勤

手

当

が

支

給

さ

れ

て

い

る

間

C

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

C

各

月

に

お

け

る

当

該

各

号

に

定

め

る

額

)

一

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

場

合

に

あ

Ï

て

は

そ

の

端

数

を

切

り

捨

て

た

額

と

し

C

当

該

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

場

合

に

あ

Ï

て

は

当

該

各

号

に

定

め

る

額

の

合

計

額

と

す

る

�

0

を

C

支

給

単

位

期

間

を

一

箇

月

と

す

る

通

勤

手

当

と

し

て

支

給

す

る

� 

一 

前

項

第

一

号

に

掲

げ

る

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

て

い

る

場

合 

改

正

前

の

一

箇

月

当

た

り

の

運

賃

等

相

当

額

及

び

改

正

前

の

自

動

車

又

は

自

転

車

等

の

利

用

に

係

る

額

の

合

計

額

か

ら

五

万

五

千

円

を

減

じ

て

得

た

額 

二 

前

項

第

二

号

に

掲

げ

る

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

て

い

る

場

合 

改

正

前

の

一

箇

月

当

た

り

の

特

別

料

金

等

相

当

額

か

ら

当

該

一

箇

月

当

た

り

の

特

別

料

金

等

相

当

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

)

そ

の

額

が

二

万

円

を

超

え

る

場

合

に

あ

Ï

て

は

C

二

万

円

0

を

減

じ

て

得

た

額 
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